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研究成果の概要（和文）：健常ラットを用いて 14
C-酢酸 PET を撮像し、グリア細胞エネルギー

代謝を測定した（現在投稿準備中）。さらにラット中大脳動脈閉塞モデルを作成し同様に PET

を 行 い 可 逆 的 神 経 機 能 障 害 が 評 価 可 能 か を 検 討 し つ つ あ る 。 [
64

Cu]Diacetyl-bis 

(N4-methylthiosemicarbazone) (
62

Cu-ATSM)を用いて虚血性脳血管障害患者 10 症例と 7 名の健常

成人ボランティア(14 大脳半球)を対象に脳循環代謝評価を行った。62
Cu-ATSM および 15

O-gas 

PET を撮像し、比較したところ、CBF と 62
Cu-ATSM PET 早期 SUV、CMRO2 と 62

Cu-ATSM PET

後期 SUV、OEF と 62
Cu-ATSM PET 後期/早期比がそれぞれ相関し、脳循環代謝測定に有用であ

ることを示すことができた (Isozaki M, Kikuta K, Okazawa H et al : Feasibility of 

(62)Cu-ATSM PET for evaluation of brain ischaemia and misery perfusion in patients with 

cerebrovascular disease. Eur J Nucl Med Mol Imaging 38:1075-1082, 2011)。局所麻酔下バ

イパスに関しては申請者が画像技術を用いてレシピエントを同定する Target bypass 法を報告し

これを応用する形で研究を進めていたが (Kikuta K et al: Neurosurgery. 2008 62(6 Suppl 

3):1434-1441)、郭らが 2012 年に完成させ報告したため研究を終了した（Kaku Yet al, J Neurosurg. 

2012 117(2):288-94）。 

 
研究成果の概要（英文）：We have already finished measurement of glial metabolism by using  
14

C-fluoroacetate PET in the brain of normal rats and are preparing the measurement of glial 

metabolism in the ischemic brain in the same way by using rat middle cerebral artery occlusion models. 

We reported that [
64

Cu] Diacetyl-bis (N4-methylthiosemicarbazone) (
62

Cu-ATSM) PET was available to 

evaluate cerebral blood flow and metabolism by comparison study between normal volunteers and 

patients with cerebrovascular occlusive disease (Isozaki M, Kikuta K, Okazawa H et al : 

Feasibility of (62)Cu-ATSM PET for evaluation of brain ischaemia and misery perfusion in 

patients with cerebrovascular disease. Eur J Nucl Med Mol Imaging 38:1075-1082, 2011). 

As for the bypass under local anesthesia, we finish the study. Kaku et al reported the way 

of it (Kaku Yet al, J Neurosurg117:288-294, 2012） 
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１．研究開始当初の背景 

閉塞性脳血管障害に対して脳血流を増加さ
せる外科的治療である脳血管バイパス術は、
Japan EC-IC bypass Trial (JET study)におい
て脳梗塞予防効果が示されたが、高齢化社
会を迎えより低侵襲で施行できる脳手術が
求められる。申請者らはナビゲーション技
術を用いてピンポイントの開頭で脳血管バ
イパス術を行う方法(Target bypass)を開発
してきた。また特に高齢者では閉塞性脳血
管障害患者の高次脳機能（認知機能）が問
題となっているが、現在施行されている
SPECT や 15

O-gas PET による脳循環代謝評
価ではこれらを評価するには不十分であっ
た。 

 

２．研究の目的 

上記の背景をふまえ、本研究では Target 

bypass 法を応用し、高齢者にも安全に施行
できる局所麻酔下バイパス術を開発するこ
と、および福井大学高エネルギー医学研究
センターに導入されている 14

C-酢酸 PET

や Cu-ATSMPET による閉塞性脳血管障害
における有用性を検討することを目的とす
る。 

 

３．研究の方法 

本研究では内頚動脈、中大脳動脈閉塞およ
び高度狭窄症を有し 15

O-gas PET にて脳循
環代謝が障害された 74 歳以上の高齢者を
対象に、ナビゲーションを用いた局所麻酔
脳血管バイパス術を開発し施行する。脳血
管バイパス術の前後で 15

O gas PET ならび
に 14

C-酢酸 PETおよび高次脳機能検査を施
行する。15

O-gas PET および 14
C-酢酸 PET

の変化についてデータを収集する。高次脳
機能障害と 5

O-gas PET および 14
C-酢酸 PET

所見との関係を解析し、その可逆性と局所
麻酔脳血管バイパス術効果について検討す
る。 
４．研究成果 
14

C-酢酸 PET はまだヒトに応用するには基礎
データが不足しており、健常ラットを用いて
14

C-酢酸 PET を撮像し、グリア細胞エネルギ
ー代謝を測定できるかを検討した（現在投稿
準備中）。さらにラット中大脳動脈閉塞モデ
ルを作成し同様に PET を行い可逆的神経機
能障害が評価可能かを検討しつつある。すで
に基礎データを作成した [

64
Cu]Diacetyl-bis 

(N4-methylthiosemicarbazone) (
62

Cu-ATSM)w

を用いた PET では虚血性脳血管障害患者 10

症例と 7 名の健常成人ボランティア(14 大脳

半球)を対象に脳循環代謝評価を行った。
62

Cu-ATSM および 15
O-gas PET を撮像し、比

較したところ、CBF と 62
Cu-ATSM PET 早期

SUV、CMRO2 と 62
Cu-ATSM PET 後期 SUV、

OEF と 62
Cu-ATSM PET 後期/早期比がそれぞ

れ相関し、脳循環代謝測定に有用であること
を示すことができた(Isozaki M, Kikuta K, 

Okazawa H et al : Feasibility of 

(62)Cu-ATSM PET for evaluation of brain 

ischaemia and misery perfusion in patients 

with cerebrovascular disease. Eur J Nucl 

Med Mol Imaging 38:1075-1082, 2011)。局
所麻酔下バイパスに関しては申請者が画像
技術を用いてレシピエントを同定する Target 

bypass 法を報告しこれを応用する形で研究を
進めていたが(Kikuta K et al: Neurosurgery. 

2008 62(6 Suppl 3):1434-1441)、郭らが 2012 年
に完成させ報告したため研究を終了した
（ Kaku Yet al, J Neurosurg. 2012 

117(2):288-94）。 
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良和、北井隆平、小寺俊昭、有島英孝、
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価：ICG angiography を中心として」
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